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図１．浮体式洋上風力発電システム（イメージ） 

浮体式洋上ウィンドファーム完成イメージ 

提供：三井造船(株)、東京大学、 

    東京電力(株) 
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固結した砂岩中
に高圧のガスと
して存在 

掘削すると容易に
自噴 

掘削では自噴しない 
（実用的な産出技術がない） 

MH資源の新たな産出 
手法の開発が必要 

MH層 

1000m 

2-300m 

海底疑似反射面 

在来型 
天然ガス資源 

特徴 

1. 大水深であるが海底から
浅いところに存在 

2. 在来型天然ガス田とは異
なり、堆積層は固結してい
ない（サラサラの砂） 

3.  メタンハイドレートが分解す
るにつれて、ガスの流れ
やすさ、熱の伝わり方、強
度など地層の性質が大き
く変わり、生産量が変化 

MH層の特徴を踏まえた安定 

産出・掘削技術の開発 

大量産出手法の開発 

低コスト化 

輸送・貯蔵システム 

CCS技術（CO2貯留）との統合
運用 

環境影響評価 

 

メタンハイドレート資源開発国際シンポジウムの講演資料 「メタンハイドレート資源開発国際シンポジウム（2012.11）の産総研講演資料」を元に内閣府作成 

図２．メタンハイドレート（MH）等海洋資源利用技術（イメージ） 
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図３．高度エネルギーネットワークシステム（イメージ） 
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